
韓国EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽEB" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(カンウォン),江原)ランドカジノ
１．6月23～25日まで韓国江原道（韓国北東部）山中にある韓国人が唯一利用できるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(カンウォンド),江原道)カジノの調査団に参加した。初日の夜には早速実際にカジノも体験。翌日午前中、ＩＲカジノを経営する半官半民の(株)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(カンウォン),江原)ランドＩＮＣ所属のカンウォン･アディクション･ケア･センター（ＫＡＣＣ　賭博中毒センターとも訳される）から多くの資料や出版物、スライドを使った説明を受けた。私達一行はＫＡＣＣにとっては近年多い調査団であり、ＩＲのホテルのＭＩＣＥの一室が用意されていた。
　　この詳細は別に報告されようが、キムマネージャー（事務局長）によるＫＡＣＣの説明の要旨を紹介する。（※（　）内は付加説明。）
（１）江原道カジノは、炭坑の町だった太白地区が閉山に伴って町の存続のために生まれた。
　　　一時は核廃棄物処分場誘致までした窮迫事情下にあり、政府に特例法を要請し、韓国で唯一の韓国人もカジノができる総合リゾート開発が許された。（韓国でのカジノ導入は1967年仁川が1号、外国人向けは現在では16ヶ所）
（２）(株)江原ランドは、公共部門51％・民間49％の出資からなり、資本は約1070億ウォン（約107億円）。1998年発足、カジノは2000年にオープンした。雇用職員約3000名のうち70％がこの町の者である。（カジノはテーブル132台、マシン960台。ＩＲの中心施設となっている。）
　　　カジノ利用者は韓国人が中心で、外国人は香港などが4％。現在の売上は年約1.3兆ウォン（約1300億円）。
（３）カジノは初めからアディクション（中毒･嗜癖）を生むことがわかっており、その弊害を最小限にすることが社会的責任となっていた。そこでＫＡＣＣが会社の直属機関として設けられ、今は専門の相談員7名を含む16名が担当する。
（４）センターは、カジノの受付でチェックする韓国人への①入場者の相談･治療、②アディクションへの企画･広報、③調査研究、④行政支援を行っている。（カジノはホテル3階に入り口･受付があり、センターはその手前にある。）
　　　何よりも事前相談による嗜癖への予防を重視し、治療･ケアを必要とする者は治療費も負担しているとのことであった。センターの財政は年79億ウォン（約8億円）。これまでに危険と判断した2470名、それに準じる中間層9235名をケアしてきた。
（５）江原ランドカジノでは、そもそも次のチェックがなされケアしている。
まず、韓国人の形式的入場制限として①月別出入制限15日とする、②2ヶ月連続15日は指導、③3ヶ月で30日超過は認めない。そしてアディクション者へのケアとして④本人の家族申出による入場制限、⑤本人の申出による入場制限、そして病者へは⑥帰宅支援（6万ウォン、3年入場制限）、⑦緊急支援、⑧病的治療費負担（永久入場制限）、⑨職業再活という再就職活動支援（再生支援）をしている。この職業支援では、ホテルのベーカリー（パン）はこの人達の社会復帰事業となっている由。
　　　　　　　　　　　　江原カジノ私見　　　　　井　上　善　雄　
１．6月22日、地元の炭坑食堂という大衆的レストランで夕食をとった。ここは山上の江原ランドホテルを見上げる旧町中にある。町は質屋（金融店）だらけであった。カジノに来た客が資金不足になると、乗ってきた車や宝石を担保にして金を借りてまたカジノに戻っていく。だからこの商売が流行しているのである。
　　韓国人は5000元ほどの入場料がいるにもかかわらず、日曜日であった6月22日夜から翌朝6時まで韓国人の若者を中心に3000人もの人が入っていた。
我々はというとパスポートを提示して入場するのだが、ガイドの交渉で無料どころか逆に15000元分のサービス券を貰って入場できた。日本人客は、まず4階の100人ほど収容できる広さの外国人コーナーに通された。我々はそこでバカラのまね事をした後、スロット、ルーレット、大小などを見学した。我々は早々に負けて長く賭ける者もなく、2棟からなるコンベンションホテルの15階の部屋に引き上げたのだった。
このＩＲでは、従業員のうち70％は炭坑関係者の若者が採用され、交代勤務している。
率直に言って、カジノで働く若い人は特に小綺麗な姿をしているものの無表情でカードやルーレットを廻し、チップのやり取りをしている。その姿からは働く喜びは全く伺えなかった（表情を示してはならない）。客に唯々賭けさせて、結局は胴となるカジノが収益を上げるシステムである。賭ける客達の表情を見たが、特に喜んでいるような者はほとんどいない。それどころか単に遊びと言えないほどにのめり込んだ様子の人もいて、月曜の朝まで賭けていて一体何人が仕事に戻るのだろうかと余計な（？）心配をしたのであった。
２．22日夜、質屋で金を工面する人は見なかったが、ホテル3階のカジノ入場口の横にはＡＴＭを備えた銀行窓口があった。同じく入場口手前に構えられたＫＡＣＣの入り口は狭く、室内にはハングルで書かれた本が並ぶ書棚があるも、それを読む人はいなかった。センターの受付に女性が一人。後にガイドから、ＩＲの従業員らはホテルから離れたアパートに住んでいると聞いた。
　　率直に言って、他の職は少ないとはいえ、若さと容貌とカジノのゲーム機操作能力を求められ、そして無表情で接待する仕事には人と人との心の交流も全くない。カジノが雇用を生むというのは一定事実ではあるが、炭坑従業員らが失職して他に産業･職がないということで生まれた仕事には「職業選択」の自由も余欲もなかったのだろう。
　（日本でいえばパチスロ店の従業員に、その仕事そのものにどれだけ働きがいがあるかを聞くまでもないだろう。）
３．江原道にカジノホテルが生まれて10年余。ゴルフ場、冬季スキー場もあるが、結局のところＭＩＣＥ（会議場、コンベンション）には不便だし、収益はカジノ中心である。大半の人が日本でいえばパチスロ疲れになって帰るのである。
もちろん勝つ人もいる。案内のガイドも向かう車内では数万円を儲けた体験を大きく語っていた。しかし、今回彼は入場料を支払って（韓国人だから）カジノに挑戦したが、帰りは負けたとだけで言葉少なだった。
カジノで多額の収益金を得なければ（カジノ客の多くはそのホテルに泊まっていない）会社も破局（もちろん税収もゼロ）になるから、この韓国企業は韓国人を収奪することでこの地の産業が成り立っている。
自殺者が世界一という国情下で、カジノが生む病･破局で個人から社会までが破壊されることを知っているために事前に対応部局（中毒センター）をつくり、海外の取組も学んだようだ。それでも町には質屋が並び、破綻者や自殺者を多く生んでいる（ある記事では自殺者1300人とのデータも）。
ミニカジノといえる日本のパチスロが数百万人の病人･障害者を生んでいる一方で、20兆円近い売上がパチスロ店やメーカーらに配分され、そこでの従業員雇用を含む人的物的需要を生んでいる。また、最終的には1割にあたる2兆円の利益を上げて納税しているとみられる。
しかし、その産業とは一体何なのか。人に必要な娯楽需要を満たすとして、国家を守る軍需産業同様に正当化されもするが実際どこまで不可欠か。子供のおもちゃにも教育に役立つものからゲーム狂いさせる機器まであり、最低限のシーガードからミサイルロケットや核まである。軍備は互いの警戒感や経済対立と利権確保のために右肩上がりである。娯楽というも「禁断歓喜」「射倖心の満足」への道具の行き着く先がカジノではないのか。
不可欠さの点検をしないギャンブル観は、快楽のために薬を売ることを問題としない視方と同じであろう。もちろん副作用ともいうがその弊について自己の利益をあげるために過小評価するのである。
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コラム　　　　　　韓国カジノが生むホームレス・地下経済
　2002年に創刊された「CASINO JAPAN」というエンターテイメント雑誌がある。2009年に主幹室伏哲郎氏の死去により休刊していたが、浅野哲氏（香港企業JVIIL会長兼CEO　ベトナムのカジノオーナー）が発行人に就任し、2013年6月（27号）より季刊誌として復刊した。
　もちろんカジノ推進派の雑誌だが、江原ランドなどの韓国カジノを紹介して、韓国がマカオ並のカジノ王国を目指していることを紹介する記事がある。一方、江原周辺で「カジノホームレス」が最大5000人おり、自殺者が年間25人、カジノ中毒者が「私債」（闇金や町金）の優良顧客となっている負の部分も紹介する。
　韓国カジノは1967年開業の仁川以降、外国人専用が16ヶ所、韓国人利用可が江原1ヶ所ある。うち済州島カジノは不振で慢性的赤字であり、外資も入れて永宗島など第二のマカオ計画が企図されている。
夢洲カジノに食指を伸ばすカジノ(ＩＲ)企業
　4月以降、松井知事・橋下市長を訪問したカジノ事業者は次のとおり。
　2014.4.7　　 メルコ･クラウン会長兼ＣＥＯ（マカオ）
　　　 4.21　  セガサミー会長（日本）
　　　 4.25　　ゲッティングループ会長（マレーシア）
　　　 5.12　　ラッシュストリート･ゲーミング会長（米･シカゴ）
　　　 5.13　　ＭＧＭ会長兼ＣＥＯ（米･ラスベガス）5000億～1兆円投資すると発言
　　　 5.14　　シーザーズ社長（米･ラスベガス）
　　　 5.16　　ウィン社長（米･ラスベガス）
宝くじ三題　　　　　
１．　貧者の希望か税金か　
　　江戸時代、箕面市の龍安寺が寺社勧進のため始めた富くじは、その後上野･谷中へと拡がり、一攫千金の夢を見る庶民の人気を集めた。その庶民の｢浅ましさ｣を面白くした物語や落語もある。富くじは貧しい者の光無き人生への希望で、分限者が手を出すのはさもしいとして武士は｢遠慮｣したとされる。
　　この富くじ由来の今の宝くじは、55％がカットされ残り45％が1等以下に配分される。購入者は預金も少ない者、持ち家もない者、低所得者が多いことが明らかとなっており、宝くじは“貧者の税金”といわれる。
　　なお、宝くじやtotoの55％程ではないか、控除率25％の公営競技（賭博）も低所得層への射倖心を利用した“税金”といってよい。
２．　宝   く   じ
　　今日の宝くじは戦時中の臨時資金調整法による昭和20（1945）年8月1日発行の「勝札」がはじまり。敗戦で「負札」と揶揄されたが、そのくじは戦時法令により日本勧業銀行が発行するもので、敗戦後は「宝くじ」と名を改めて戦災復興資金としてそのまま継続された。昭和23（1948）年秋公布の「当せん券付証票法」により同年11月に現在の宝くじが売られるようになるまで、「臨時資金調整法」による宝くじの販売が続いた。
　　戦後の競馬や宝くじ導入の言い訳ともいえる違法賭博対策の建前を示す川柳もある。
　　「籤馬券 やらせて ばくち ふん縛り」（剽軽坊）／「国民よ ばくちはするな 籤を買え」（信一）
　また、新法の宝くじは1等100万円の誇大広告で売られていた。
　　「百萬を　皆んなが当たるように売り」（迷水）はこの状況を風刺している。
３．　富くじと弊害
　江戸時代に例外的に寺社に認められた「富」は公許のものであるが弊害は多かった。寺社が富を行えるために賭賂があった。また、当り札に操作が加えられることもあった。これらは物語にもある。さらに当り札は少なく寺社が利得を得ている上、換金には1割の歩金を取られた。
　富くじは「一人の富に損する数万人」と古川柳にある。今の宝くじは100万～1000万人に1人の大当たりと射倖性を高めている。「富は是一生の財なくす種」（柳多留100）にあるように「大学」が教える弊を持つものなのに「夢」を撒いて国民から収奪するのが「宝くじ」だ。
　実は公許の寺社富の陰で「影富」があった。富の札は1枚1分（今でいえば数万円）だったが、｢影富｣は端金でも容易に買えたので貧乏人は専らこれを買った。いわば「なけなしの金」（タンス預金）や借金で買ったのが影富であった。公許の富を親札とし、それを2～8分割して札売場が胴になって売るものだった。もちろん当時、影富は違法だったが見逃されていたし、影富を買った者のために当せん番号（ex.亥八十八番）が1枚4文の瓦版に掲載された。このため市中に遊民が殖え、娘まで売って入れあげる者も出た。
宝くじが庶民の「浮動購買力」を吸い上げることは法律上明確にされているほどで、この影富を戦争中に復活させたのが宝くじであるから本質的に弊害が大きいのである。
コラム　　　　　　　　　宮武外骨「賭博史」の弊害論
　大正時代の宮武の認識では、「全国には百万人以上の博徒があり、これに相場賭博を常業として居る者を加ふれば百五十万人以上であろう」という。
　そして賭博の悪業たることは詳記するまでもないとしつつ、「文選」の博奕論「類聚三代格」「侍者沙汰論」や近古の俗諺をあげる。「家業を亡ぼす」「諸悪の源博奕より起こる」「博打は相対の盗」「首縊り、富の札など持って居り」「富札の引き裂いてある首縊り」の古川柳もその弊を語るという。
　賭博はこの弊害があるので古今各国とも法的制裁を加えるのに、政府が国会経済や軍事上などの政策に国民の射倖心を利用して賭博を公行せしめることがあるとして、金融投資の充実を得るための米穀･株式の投機事業を公許し、勤倹貯蓄の奨励として富くじ類似の勧業債権、馬区改良策として勝馬投票券の売買を公許する例をあげる。
　そしてこれら政策が果たして国家国民の利益であるか否か、また仮に利益があっても弊害を相殺しうるか否かも疑問とせねばならぬと見抜いている。現代の投機「経世済民」を意味する「経済」といえるか疑問といっているのである。
タバコ広告とギャンブル広告
　タバコの販売について今は商品宣伝よりも次のような広告を広く宣伝している。
　「喫煙は、あなたにとって肺がんの原因の一つとなり、心筋梗塞、脳卒中の危険性や肺気腫を悪化させる危険性を高めます。未成年者の喫煙は、健康に対する影響やたばこへの依存をより強めます。周りの人から勧められても決して吸ってはいけません。人により程度は異なりますが、ニコチンにより喫煙への依存が生じます。」
　まだ一部の不十分さはあるが、喫煙を飲酒や賭博（ギャンブル）に置き換えても良いと思われる。ちなみにギャンブルに置き換えるとこうなろう。
　「ギャンブルはあなたにとって賭博依存症の原因となり、生活破綻の危険性や、家庭や周辺の生活を悪化させる危険性を高めます。未成年者のギャンブルは健全な精神に悪影響を与え、ゲームへの依存をより強めます。周りの人から勧められても決してやってはいけません。人により程度は異なりますが、ドーパミン発生によりギャンブルへの依存が生じます。」
　もちろん酒も同様に言えるが、この理がギャンブル広告については全く無視され、むしろ射倖心を高める方法でなされていることは不当表示以上の反社会的宣伝といえよう。
嗜癖と弁護
○　パチンコなどギャンブルのために借金（カード利用含む）までした費消で破局。1970年以降弁護士や司法関係者有志は、ボランティアでその多重債務者とその家族の対応に従事し救済にあたって来た。今や弁護士は数百人数千人へと拡がっている。ところが2000年以降、多重債務者の過払い金返還事件は全国に展開するビジネス業務となった。利息制限法を超えた高金利を借金と相殺、過払い金の返済を求めて交渉し、裁判請求もできる判例の取扱いが確定したからである。
　　サラ金との多重債務に対して弁済力を超えて債務超過となった者には、逐一業者との債務整理交渉をするよりも、自己破産と免責手続という法的手段をとって対応する。（今は他に更正法もある。）
実は、サラ金の高利返済を繰り返す多重債務者は、借金を重ねる一方でパチンコ、公営競技、ヤミ賭博などに投ずる者も多い。破産申立は同時に免責許可申立（破産配当されない残債務を免責）をするが、それらの申立理由の事情説明の中で金の使途説明が求められる。この時、大半がギャンブルに因れば破産にはなっても免責許可は困難となる。社会的に非難される浪費や賭博が著しく多いと、免責許可を得られないのだ。そこで「浪費又は賭博その他の射倖行為」は「控えめ」に表現することが行われる。
○　また、窃盗や横領等の財産犯の動機がギャンブルであった場合、情状が悪く量刑上厳しくなるので、生活費欲しさを中心に説明する。また、盗んだ金の使途がパチンコだった場合も、ゼロとまでは言えないがその割合を低めに言うことがなされてきた。
　　このような賭博への使途を“隠す”ことが、本人のみならず弁護士においても多用されている。検察官や裁判官はこんな“嘘”があることを知っていても厳しく追及まではせず手加減する。ギャンブル公認の社会で破産者や犯罪者だけを非難できないと考えていると思われる。
○　しかし、真に破局者の免責弁護ないし刑事弁護がこれでよいのか？！　疑問に思う弁護士は多くいる。なのに「こんな依頼者（破産者・被告人）に誰がした」とばかりに開き直ってギャンブル批判したり、嗜癖や依存症のための弁護をすることまではできない。それは世の中がギャンブルと依存症被害に無理解なためである。これは薬物依存の場合にも言えることである。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルオンブズマンの雑学
○サイコロ賭博と出名○
　　サイコロ3個と壷を使うヨイドという博打がある。この出名について。（1～6の目を①～⑥と表記する。）
　　①は「ピン」、他は二、三、四、五、六というが同じ目が揃ったとき「ぞろ」呼ぶ。例えば、②②①→二ぞろのピン、①①②→ピンピンの二という。なお同じ目が3つ揃うと、①①①→ピンぞろとっぱ、⑥⑥⑥→六ぞろのとっぱと呼ぶ。
　なお、勝負は出名の合計数5,10,15／4,9,14／3,8,13,18／7,12,17／6,11,16の5枠によって決まる。 親が振って出た目の合計が子の示した数と一致すると親の勝ちとなるが、不一致は親の負けとなるり、子の賭けた分だけ支払うことになる。但し、サイの目の合計が6,11,16の場合は親の総勝ちとなり、全ての賭け金が没収される。また、3個のサイの目が①④⑤や①③④の場合には勝負ナシとなるというもの。巧みに確率を構想している賭博である。
○サイコロのイカサマ○
　「アナグマ」　盆の近くに隠れてサイの目を読み、教えたり動かしたりすること。
　「仕掛サイ」　サイコロに重りや磁石などを使って偏った目が出るように手を加えたもの。
○テキヤ（的屋）○
　　縁日など人出の多いところに店を出して物を売る者。香具師、野師ともいう。当たれば儲かることから、矢が的に当たるになぞらえた呼び名である。
　　このテキヤには芝居小屋や見世物をする「タカモノ」、屋台店の「サンズン」、地面にゴザを敷いて商売する「コロビ」がある。フーテンの寅さんみたいな売り方を「タンカ売」という。なお、「ダフ屋」は札屋の逆さ読みで、需要の多い券を買い、持っていない人に高値で売る者のことだがテキヤの領域だったといわれている。
　　ヤクザは博奕打ちなどで暮らすもので八九三の最悪の手に由来する。テキヤとヤクザの区別ははっきりしない。今日では正業に就かない法に背く者や暴力団などがヤクザといわれるが、暴力団の収入源は博奕から覚せい剤など薬物販売、企業化した不正商売まで拡がっている。まお、パチスロ業界はヤクザとの縁が深かったが、今日では表向き警察がパチスロ界からヤクザを追放し指導する格好になっている。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
◇◇　マネしギャンブル狂歌・川柳　◇◇
○はじけどもはじけどもなおわが技術　うまくならざりじっと指見る
（はたらけどはたらけどなおわがくらし　楽にならざり　ぢっと手をみる　／石川啄木）
○馬追いて本命尋ねて行く秋は　まなこを閉じて想ひ三冠
（馬追虫のひげのそよろに来る秋は　まなこを閉じて想い見るべし　／長塚節）
○穴馬のあっぱれ御機嫌　配当高し
（やせ馬のあはれ機嫌や　秋高し　／村上鬼城）
○このレース勝って帰ると思いつつ　知るも知らぬも金失うの席
（これやこの行くも帰るも別れつつ　知るも知らぬもあふ坂の席　／蝉丸）
○馬買えば当たり思ほゆ　くじ買えばまして偲ばゆ　いづくより
　嗜癖になりし　賭事にむやみに入りて　夜も寝られず
（瓜食めば子ども思ほゆ　粟食めばまして偲ばゆ　いづくより
　来たりしものそ　まかなひにもとなかかりて　安眠（やすい）しなさぬ　／山上憶良）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ　
会報25号に未紹介の分も追記します。
2014.5.28　　　　　　カジノ問題を考えるネットワーク
　　 5.31　　民報　　カジノ誘致をやめさせよう　市民団体シール投票等報道
　　 6.22　　朝日　　「声」欄：カジノはアベノギャンブル
　　 6.22～23　　　　江原ランドカジノ（ＩＲ）視察（堀田団長）　※別途報告
　　 7.4　　 日経　　サマージャンボ6億円　進む高額化と詐欺の標的
　　　　　　 赤旗　　カジノネット　大阪弁護士会へ申し入れ
　　　　　　 ポスト7.11号　　パチンコ税に矛盾（浦野教授）
　　 7.6 　　民報　　韓国カジノ視察して（堀田文一）
　　 7.8 　　朝日　　橋下市長らＵＳＪのＩＲ参入に否定的
　　 7.9 　　赤旗　　宮城・津波被災地　またカジノ計画シンポ（名取市）
　　　　　　 日経　　動き出すカジノ（上）　1.5兆円の思惑先行
　　 7.10　　産経　　ＵＳＪ　舞洲リゾート参入検討
　　　　　　 日経　　動き出すカジノ（中）　のめり込む心、どう制御
　　　　　　 新婦人新聞　　全国カジノ反対連合会長新里宏二弁護士語る
　　 7.11　　日経　　動き出すカジノ（下）　街の行方､功罪に揺れる　誘致の背景に人口減
　　 7.14　　産経　　ミナミのレストランでカジノ気分先取り
書籍紹介　
１．「カジノ解禁が日本を亡ぼす」若宮健（2011.11　詳伝社新書　760円＋税）
○　著者はギャンブルの依存症やギャンブル産業の実態を暴くジャーナリスト。今日本はカジノに向けＩＲ法など動きが急だが、3年も前から経済効果をいう綺麗事よりギャンブルの被害、特に客の敗者の病、自殺に至る犠牲を警告し続ける。そしてラスベガス、マカオ、シンガポールのカジノの悲劇の実態もわかりやすく伝える。
特に隣国韓国の江原ランドカジノは自ら取材し、「亡者の群れ」にも視えたカジノ客のバクチを紹介する。開業10年の間に江原ランド周辺で35名の自殺者があったとの公表もある。（しかしその後の情報では2ケタ多い。）旧炭坑の町に開発された江原ランドカジノは、韓国で17あるカジノのうち唯一韓国人に入場を認められている。2009年までのデータや、年間1兆ウォン（1000億円余）を売り上げる一方で多数の破局者を生んでいることを紹介する。不正な営業で23件の損害賠償訴訟を抱えているとある。「ギャンブル依存症センター」を2001年から運営し、年に1600人も相談に乗るという。そして「出入り禁止者」も増えているが、自己申告により登録するも自己解除もできることから再度77億ウォンを負けた人が、解除の違法を理由として提訴し20％の賠償を命じた判決も出たという。地元には車を質入れできる店が多いという。ホームレスも増えて社会問題となり、ホームレスで排除された者は安部屋を借りカジノの使い走りもしているという。もちろんカジノにより犯罪者も増えたという。
○　今、カジノ議連や誘致自治体･企業は、シンガポールやマカオの経済収入だけを強調しており、ギャンブル依存症はカジノのＩＲを進めながら考えれば良いという発想。しかし、パチスロ依存症、公営ギャンブル依存症も確認されている日本では、今もその治療費や被害をなくす政策はない。ギャンブルの社会的コストは社会全体としては①雇用の歪み、正しい労働の喪失減退コスト、②無駄に支払われる失業コスト、③犯罪や債務者の発生による司法コスト、④保険医療コスト、⑤社会福祉コストがあり、個人としては①個人･家庭の破局、損害、②治療回復コスト、③自殺など回復不能コストがあるが、ＩＲ議連もパチンコ議連の政治家も推進しようとする財界企業、自治体も含めてデマゴギー（賭ける雇用創出、税収など過大評価と負の効果の無評価）だけが走り、ＩＲが進められている。
○　まさに「カジノ解禁が日本を亡ぼす」との表題を論証している。
２．「わが国の賭けごと史」倉茂貞助（1974.2　日本自転車振興会　134頁）
　　前著「賭」に次ぐもので、日本の賭けごと史をまとめる。戦前までの歴史は別に宮武氏の「賭博史」その他詳しい著作もあり、それらの引用と思われる点も多い。
　　戦後の賭博である競馬、富くじ、競輪、オートレース、モーターボートなど有史以来の賭けごと公認時代の招来について、①敗戦の虚脱と混乱の社会風潮、②アメリカ文化が賭けごとへの抵抗をやわらげ、③生活様式、倫理観の変化でレジャーや賭けごとははけ口、④合理主義の発達で心理的に賭けごとを近づけた、⑤享楽主義の追随、⑥インフレと投機の流行、⑦計画性のない生活がその背景という。だが、賭けの抑制までは言わないのは立場のためであろう。
大暗賭博百人一首（１）
　次の歌は小倉百人一首の歌を本歌とし、まね(money)して創った賭博(ギャンブル)百人一首です。元の歌の番号順で、元歌も参考に対比してお笑い下さい。（今回は1～20番）
1．あきれたなカジノ計画はズサンにて　マイナス面はつゆぞふれなし＜誘致してんの＞
　 秋の田の刈穂の庵の苫を荒み　我が衣手は露にぬれつつ　　　　　（天智天皇）
2．早過ぎて夏過ごすらしＩＲ　予算組むのに嘘の書く山　　　　　　＜ＩＲじっと＞
　 春過ぎて夏来にけらし白妙の　衣ほすちょう天の香具山　　　　　（持統天皇）
3．悪しき世のやめさせたいけど依存症　長々し日々また一人増え　　＜賭元人麿＞
　 あしびきの山鳥の尾のしだり尾の　長々し夜をひとりかも寝む　　（柿本人麻呂）
4．カジノ場に打ち出でてみれば初心者を　まずは勝たせて罠に嵌めつつ＜カジノ客人＞
　 田子の浦にうち出でて見れば白妙の　富士の高嶺に雪は降りつつ　（山部赤人）
5．ギャンブルに深くはまりて泣く人の　声きく時ぞ家族悲しき　　 ＜ギャノマン太夫＞
　 奥山に紅葉踏み分け鳴く鹿の　声きく時ぞ秋は悲しき　　　　　　（猿丸大夫）
6．横領金使った金は億単位　マカオに行けば夜も掛け続け　　　　　＜大王金持＞
　 かささぎの渡せる橋におく霜の　白きをみれば夜ぞふけにける　　（中納言家持）
7．天下り行く人見れば監督庁　公営賭博を見張りし先かも　　　　　＜安倍仲間＞
　 天の原ふりさけ見れば春日なる　三笠の山に出でし月かも　　　　　（阿倍仲麿）
8．わがカジノ都の臨海しかと決め　お台場案と人はいふなり　　　　　 ＜既成方針＞
　 わが庵は都のたつみしかぞ住む　世をうぢ山と人はいふなり　　　 　（喜撰法師）
9．倫理などうつりにけりないたづらに　我が身世にいう病的賭博　　　 ＜ｵｰﾉｰｺﾏｯﾁ＞
　 花の色はうつりにけりないたづらに　わが身世にふるながめせしまに（小野小町）
10．本命に対抗狙いで券買えば　しるも知らぬも大穴の馬　　  　　　　＜馬狂番狂わせ＞
　　これやこの行くも帰るも別れては　知るも知らぬもあふ坂の関　  　（蝉丸）
11．ボートピア全国何処でも買えますと　人に宣伝競艇レース　 　 　　＜猜疑高める＞
　　わたの原八十島かけてこぎ出ぬと　人にはつげよあまのつり舟 　 　（参議篁）
12．ＩＲカジノ計画吹き飛ばせ　賭博の禁止しばしとどめむ　　　 　 　＜カジノ返上＞
　　あまつ風雲の通ひぢ吹きとぢよ　をとめの姿しばしとどめむ　　  　（僧正遍昭）
13．ビギナーズラックより落つみなの客　負けぞつもりて不治となりぬる  ＜ようするやん＞
　　筑波嶺の峰より落つるみなの川　こいぞつもりて淵となりぬる　  　（陽成院）
14．未知の苦をしのぶ破局か誰もかも　乱れ賭けにし我らも泣くに　  　＜博奕太尽＞
　　陸奥のしのぶもぢずり誰故に　乱れそめにし我ならなくに　　　  　（河原左大臣）
15．売るために億万当たると馬鹿宣伝　わが売上の半ば盗りつつ　　  　＜toto＞
　　君がため春の野に出でて若菜つむ　我が衣手に雪は降りつつ　　 　 （光孝天皇）
16．立ち合いの土俵の勝負の賭生ふる　まことを知らばヤクザ入り来む  ＜大相撲賭平＞
　　立ち別れいなばの山の峰に生ふる　まつとし聞かば今帰り来む　  　（中納言行平）
17．智が破れ理性も効かずギャンブラー　金くれないと首くくるとは  ＜ギャンブル自殺＞
　　ちはやぶる神代もきかず竜田川　からくれなゐに水くぐるとは　  　（在原業平朝臣）
18．住之江の競艇場に寄る病に　夢のかなわずひとあばれする　　　　 　 　＜暴徒例子＞
　　住の江の岸に寄る浪よるさえや　夢のかよひ路人目よくらむ　　  　（藤原敏行朝臣）
19．難波潟埋めた夢洲ＩＲ　リゾートいうもカジノ本命　　　　 　　　 ＜大阪賭構想＞
　　難波潟みじかき蘆のふしの間も　逢はで此の世を過ぐしてよとや  　（伊勢）
20．忘られぬ今は破局のシーガイア　カジノ招きて再生ぞ思う　  　　　＜宮崎セガ＞
　　わびぬれば今はたおなじ難波なる　みをつくしても逢はむとぞ思ふ　（元良親王）


１．ギャンブルオンブズマンの皆さん！
　　第２１回全国市民オンブズマン大会・岩手(盛岡)大会に御参加を！
　　　　　　開催日：２０１４年９月６日(土)～７日(日)　　
　　　　　　場　所：１日目／盛岡駅西口・アイーナ７階ホール、２日目／岩手大学
　
　今年はじめて全国市民オンブズマン大会でギャンブル問題が取り上げられることとなり、初日は全体会で報告、２日目は分科会が持たれます。
　　これは、ＩＲ（統合リゾート）の名の下に民間によるカジノが導入されようとしているからです。ＩＲは結局カジノで人を呼ぶ施設であり、刑法で禁止されている賭博場の開設を私企業（株式会社）に認めるものです。カジノで日本以外の外国（中国など）から観光客を呼びたいという観光業者もいますが、結局外国資本（マカオ、ラスベガス、シンガポールなど）の投資をアテにした大型開発で、ターゲットは日本人客です。いわばミニカジノ・パチスロの本格大型版です。
　　こんなＩＲ（カジノ）法を９月にも成立させようというのです。①パチスロ以上の病的賭博を生み、②マネーロンダリングと使途不明金による悪業の栄え、③勤労意欲を喪失させる射倖心と反教育性、④市民大衆から金を収奪するなど、その弊害は明らかで、全国の良識ある市民は日本に導入すべきでないと反対しています。
　　しかし、金でカジノ議員をつくり、動かし、今や安倍内閣もその推進派です。
　　東北の遠方地ですが、宮沢賢治や石川啄木ゆかりの盛岡へ是非御参加下さい。
２．宝くじ販売・広告差止訴訟、提訴しました！
　　７月１８日（金）、ギャンブルオンブズマン有志らは、東京都、大阪府、みずほ銀行に対し、宝くじ販売･広告差止等の請求訴訟を大阪地裁に提出しました。（第８民事部係属　平成２６年（ワ）第６６８３号事件）
この種の訴えは過去に全く例がなくユニークなものです。
　　会報でも随時経過報告していきます。
また、裁判期日の際には是非傍聴にお越し下さい。原告ではない方も歓迎です！

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（� HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp" �inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：� HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/" �http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）
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事務局だより





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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